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摘
　
　
要

こ
こ
で
は
、
原
豊
二
氏
の
所
蔵
す
る
門
脇
重
綾
自
筆
和
歌
詠
草
掛
軸
を
翻
刻
、
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
、
幕
末
・
明
治
維
新
期
に
鳥
取
藩
・
明
治
新
政
府
に

仕
え
活
動
し
た
国
学
者
・
神
祇
官
僚
の
門
脇
重
綾
自
筆
の
和
歌
詠
草
か
ら
抄
出
し
軸
装
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
重
綾
に
は
家
集
『
蠖
園
集
』
が
あ
る
が
、
本

人
の
死
後
、
他
者
の
手
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
他
撰
家
集
で
あ
り
、
そ
の
原
資
料
や
編
集
過
程
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
今
回
紹
介
す
る
資
料
は
歌

数
五
二
首
と
数
は
少
な
い
が
、
本
人
自
筆
の
資
料
で
あ
り
、『
蠖
園
集
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
門
脇
重
綾　

自
筆
和
歌
詠
草　

蠖
園
集　

幕
末
・
明
治
維
新
期
の
和
歌

は
じ
め
に

　

今
年
（
令
和
四
年
、
二
〇
二
二
年
）
は
、
幕
末
・
維
新
期
の
鳥
取
の
国
学
者
・

歌
人
で
あ
る
門
脇
重
綾
（
文
政
九
年
〔
一
八
二
六
〕
〜
明
治
五
年
〔
一
八
七
二
〕）

の
没
後
百
五
十
年
に
当
た
る
。
六
年
前
の
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
は
、
生

誕
百
九
十
年
を
記
念
し
て
、
門
脇
重
綾
の
出
身
地
で
あ
る
境
港
市
の
市
民
か
ら
な

る
「
境
港
歴
史
楽
会
」（
古
文
書
の
会
）
が
、
そ
れ
ま
で
活
字
化
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
重
綾
の
家
集
『
蠖
園
集
』
を
翻
刻
・
出
版
し）

1
（

、
当
時
の
新
聞
記
事
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た）

2
（

。
稿
者
は
こ
の
翻
刻
に
監
修
と
い
う
形
で
協
力
し

て
い
た
が
、
歌
人
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
門
脇
重
綾
が
、
和
歌
、

特
に
長
歌
に
優
れ
た
資
質
を
持
つ
こ
と
に
感
銘
を
受
け
、
そ
の
長
歌
の
表
現
の
特

質
を
考
察
し
た
論
稿
を
公
に
し
た）

3
（

。

　

こ
の
『
蠖
園
集
』
は
、
重
綾
の
死
後
に
他
者
の
手
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
他
撰
家

集
で
あ
り
、
重
綾
の
和
歌
の
全
て
を
収
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
、
門
脇

家
が
所
蔵
す
る
重
綾
関
係
文
書
の
中
に
は
、
重
綾
自
筆
の
『
西
遊
紀
事
』
に
六
三

首
、『
禁
裏
学
習
院
建
白
書
並
幕
末
詠
歌
』
に
八
六
首
、
ま
た
重
綾
の
死
後
に
ま

と
め
ら
れ
た
『
原
本　

門
脇
重
綾
事
歴
』
に
四
四
首
の
和
歌
（
長
歌
を
含
む
）
が

七
一

山
陰
研
究
（
第
十
五
号
）
二
〇
二
二
年
十
二
月
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収
め
ら
れ
、
そ
こ
に
は
家
集
に
見
え
な
い
歌
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る）

4
（

。
門
脇
重
綾

が
幕
末
か
ら
明
治
維
新
期
に
か
け
て
鳥
取
藩
、
新
政
府
に
仕
え
、
幕
末
の
政
局
や

明
治
初
期
の
宗
教
政
策
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
そ
の

人
物
や
思
想
、
私
生
活
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
和
歌
や
詞
書
が
幕
末
・
維
新
期

の
歴
史
・
文
学
資
料
と
し
て
大
き
な
価
値
を
有
す
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
今
後
は

そ
れ
ら
の
う
ち
、
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
中
心
に
翻
刻
・
紹
介
の
作
業
が

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
家
集
以
外
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
っ
て
い
る
門
脇
重
綾
の
和
歌

資
料
と
し
て
、
本
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
で
、
天
理
大
学
教
授
の
原
豊

二
氏
ご
所
蔵
の
門
脇
重
綾
自
筆
和
歌
詠
草
掛
軸
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
六
年
前
に
稿

者
が
『
蠖
園
集
』
の
翻
刻
協
力
を
し
て
い
た
頃
に
、
原
氏
に
そ
の
存
在
を
教
え
ら

れ
現
物
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
氏
は
米
子
市
内
の
古
物
商
か
ら
入

手
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
見
し
て
、『
蠖
園
集
』
に
な
い
歌
も
多
く
収

め
ら
れ
て
お
り
、
重
綾
の
和
歌
の
全
体
像
を
知
る
上
で
も
重
要
な
資
料
だ
と
思
っ

て
い
た
が
、
そ
の
後
、
原
氏
自
身
に
は
資
料
紹
介
の
ご
予
定
は
な
い
と
お
聞
き
し
、

重
綾
没
後
百
五
十
年
と
い
う
節
目
の
機
会
に
活
字
化
し
て
公
に
す
る
の
も
意
義
の

あ
る
こ
と
と
考
え
、
改
め
て
撮
影
・
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
氏
の
許

可
を
得
て
以
下
同
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

解
題

⑴
書
誌
等
に
つ
い
て

【
書
誌
】

所
蔵
者
整
理
書
名 

「
門
脇
重
綾
自
筆
和
歌
詠
草
掛
軸
」

外
題　
　
　
　
「
門
脇
重
綾
翁
遺
稿
竪
幅
」（
箱
外
題
）

記
載
著
者
名 

門
脇
重
綾 

書

形
態 

一
軸
、
二
〇
二
糎　

箱
入
（
桐
製
）

書
写
／
成
立
年
次　

幕
末
〜
明
治
四
年
頃
写

所
蔵
者　

原
豊
二
氏

　

書
か
れ
た
時
期
・
機
会
の
異
な
る
二
種
類
の
門
脇
重
綾
自
筆
和
歌
詠
草
か
ら
短

歌
・
長
歌
合
わ
せ
五
二
首
を
切
り
貼
り
し
て
軸
装
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
装

は
、
丸
表
具
、
耳
折
り
布
表
装
、
無
地
柳
色
で
縦
二
〇
二
糎
×
横
六
七
・
八
糎
、

本
紙
縦
一
四
三
・
二
糎
×
横
五
四
・
三
糎
。
横
幅
は
五
四
・
三
糎
で
揃
え
ら
れ
て
い

る
が
、
本
紙
は
軸
装
に
す
る
た
め
に
重
綾
の
和
歌
詠
草
を
六
段
に
分
け
た
上
で
、

各
段
の
上
下
を
繋
い
で
一
枚
と
し
、
細
い
金
の
裂
地
で
筋
廻
し
を
施
し
て
い
る
。

各
段
の
縦
の
長
さ
に
は
違
い
が
あ
り
、
一
段
目
二
四
・
七
糎
、
二
段
目
二
五
糎
、

三
段
目
二
五
・
四
糎
、
四
段
目
二
五
糎
、
五
段
目
二
一
・
四
糎
、
六
段
目
二
一
・
二

糎
。
一
〜
四
段
目
は
楮
紙
無
地
の
料
紙
、
五
・
六
段
目
は
青
色
の
縦
罫
線
を
引
い

た
楮
紙
の
原
稿
用
紙
（
和
紙
に
木
板
刷
り
）
に
書
か
れ
て
お
り
（
写
真
1
・
2
参

照
）、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
時
期
・
機
会
に
、
重
綾
が
自
分
の
詠
歌
を
ま
と
め
た
草

稿
が
原
資
料
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

な
お
、
六
段
目
の
最
後
に
自
署
「
門
脇
重
綾
」
と
、
自
号
「
蠖
園
」
の
押
印
が

あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
部
分
だ
け
が
切
り
取
ら
れ
て
掛
軸
の
本
紙
最
後
の
位
置

に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
自
署
も
本
紙
の
和
歌
・
詞
書
も
筆
跡
か
ら

み
て
重
綾
本
人
の
も
の
で
あ
り
、
本
資
料
を
重
綾
自
筆
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
に

支
障
は
な
い
。

⑵
軸
装
前
の
原
資
料
に
つ
い
て

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
掛
軸
の
本
紙
は
第
一
〜
四
段
目
と
第
五
・
六
段
目
で

料
紙
が
違
い
、
両
者
は
別
の
時
期
・
機
会
に
書
か
れ
た
和
歌
詠
草
と
み
ら
れ
る
。

七
二

【
翻
刻
・
解
題
】
原
豊
二
氏
所
蔵 

門
脇
重
綾
自
筆
和
歌
詠
草
掛
軸
（
渡
邊　

健
）

－ 209 －



以
下
、
前
半
・
後
半
と
称
す
る
が
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
折
目
の
跡
が
残
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
（
後
半
は
原
稿
用
紙
の
魚
尾
に
折
目
が
あ
る
）、
原
資
料
の
形
態
は
袋

綴
の
冊
子
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
軸
装
さ
れ
る
際
、
原

資
料
か
ら
歌
が
適
宜
切
り
出
さ
れ
て
継
ぎ
貼
り
さ
れ
た
こ
と
が
、
視
認
で
き
る
紙

の
継
目
か
ら
推
測
で
き
る
。
二
段
目
を
例
に
と
る
の
が
分
か
り
や
す
い
が
、
こ
こ

で
の
紙
の
継
ぎ
方
は
、

二
段
目

５
春
橋
・
6
春
杣
・
7
春
林
・
8
春
寺
・
9
山
家
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

10
夏
月
・
11
夏
残
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
折
）

12
蛍
・
13
午
睡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

14
浦
月
・
1５
松
間
月
・
16
浦
月
・
17

 

18
秋
雨
・
19
幽
居
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

20 

21
初
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

22
無
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
二
段
目
は
、
春
（
５
〜
9
歌
）、
夏
（
10
〜
13
歌
）、

秋
（
14
〜
19
歌
）、
冬
（
20
・
21
歌
）
の
順
に
四
季
の
題
詠
歌
を
原
資
料
か
ら
切
り

出
し
て
貼
り
継
い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
22
歌
は
「
花
と
の
み
け
さ
降
る
雪

の
ま
が
は
ず
は
き
の
ふ
を
こ
ぞ
と
へ
だ
て
ま
し
や
は
」
と
い
う
立
春
の
歌
で）

5
（

、
四

季
の
後
で
再
び
春
が
巡
り
来
る
と
い
う
構
成
を
意
識
し
た
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
考

え
る
と
、
原
資
料
に
は
、
今
知
ら
れ
る
よ
り
も
多
く
の
重
綾
の
歌
が
収
め
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
原
資
料
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
和
歌
の
詞
書
の
記
載
内

容
等
か
ら
、
詠
歌
時
期
の
特
定
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
前
半
（
1
〜
32
歌
）

は
、
1
歌
が
『
類
題
稲
葉
集
』（
嘉
永
五
年
〔
一
八
五
二
〕
編
集
了
、
安
政
三
年

〔
一
八
五
六
〕
刊
）
に
入
集
す
る
の
で
、
嘉
永
五
年
以
前
の
作
。
24
歌
は
詞
書
に

「
加
茂
行
幸
」
と
あ
る
の
が
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
、
孝
明
天
皇
の
賀
茂
社

行
幸
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
23
歌
・
28
歌
・
29
〜
32
歌
は
、
詞
書
の
内
容
か
ら
文

久
三
年
八
月
十
八
日
の
政
変
と
翌
日
の
七
卿
落
ち
を
さ
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
前
半
は
重
綾
が
嘉
永
〜
文
久
頃
に
か
け
て
詠
ん
だ
歌
を
、
文
久

三
年
八
月
以
後
に
自
ら
選
歌
し
、
整
理
し
た
詠
草
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　

一
方
後
半
（
33
〜
５2
歌
）
は
、
33
歌
（
詞
書
に
「
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
三

月
ば
か
り
」
と
あ
る
）
の
よ
う
に
幕
末
の
歌
を
含
む
も
の
の
、
所
収
歌
の
多
く

は
維
新
後
の
も
の
で
あ
る
。
詞
書
か
ら
時
期
を
特
定
で
き
る
主
な
も
の
を
挙
げ

る
と
、
38
歌
詞
書
「
従
五
位
下
宣
下
を
か
ゞ
ふ
り
け
る
時
」、
39
歌
詞
書
に
「
太

政
官
代
に
め
さ
れ
て
内
国
事
務
権
判
事
と
い
ふ
に
補
せ
ら
れ
け
る
時
」
は
維
新

直
後
の
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
、
一
八
六
八
）、
門
脇
重
綾
四
十
三
歳
の
作
で

あ
る）

6
（

。
42
・
43
歌
詞
書
に
「
諸
侯
版
籍
奉
還
の
奏
聞
」
と
あ
る
の
は
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）、
44
歌
詞
書
に
は
「
明
治
四
年
元
日
試
筆
」
と
あ
り
、
4５
・
46
歌
詞

書
「
貴
賤
迎
春　

御
会
始
」
と
あ
る
の
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
宮
中
歌
会

始
の
折
の
詠
で
あ
る）

7
（

。
以
下
、
５1
・
５2
歌
（
詞
書
「
花
下
言
志　

上
巳
御
題
」
ま

で
は
明
治
四
年
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ）

8
（

、
後
半
の
詠
草
が
ま
と
め
ら

れ
た
の
も
お
そ
ら
く
同
年
中
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。（
重
綾
は
翌
明
治
五
年
に

亡
く
な
っ
て
い
る
。）

七
三

【
翻
刻
・
解
題
】
原
豊
二
氏
所
蔵 

門
脇
重
綾
自
筆
和
歌
詠
草
掛
軸
（
渡
邊　

健
）
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⑶
他
出
文
献
に
つ
い
て
、
本
資
料
の
価
値

　

本
資
料
の
他
に
、
稿
者
が
現
在
確
認
し
て
い
る
門
脇
重
綾
の
和
歌
を
収
め
る
主

な
資
料
と
、
そ
の
所
収
歌
数
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る（

９
）。

・『
蠖
園
集
』（
門
脇
家
蔵
）　　

二
二
二
首

・『
西
遊
紀
事
』（
門
脇
家
蔵
）　　

六
三
首

・『
禁
裏
学
習
院
建
白
書
並
幕
末
詠
歌
』（
門
脇
家
蔵
）　　

八
六
首

・『
原
本　

門
脇
重
綾
事
歴
』（
門
脇
家
蔵
）　　

四
四
首

・『
類
題
鰒
玉
集
』
六
篇
（
嘉
永
六
年
・
一
八
五
三
刊
）
一
一
首
、
七
篇
（
嘉
永
七

年
・
一
八
五
四
刊
）
二
四
首

・『
鴨
川
詠
史
集
』
初
編
（
嘉
永
六
年
・
一
八
五
三
刊
）
一
首
、
二
編
（
安
政
二

年
・
一
八
五
五
以
前
脱
稿
、
大
正
二
年
・
一
九
一
三
刊
）
四
首

・『
類
題
稲
葉
集
』（
嘉
永
六
年
・
一
八
五
三
編
集
了
、
安
政
三
年
・
一
八
五
六

刊
）　

一
〇
首

重
綾
の
和
歌
に
は
こ
の
他
に
も
、
短
冊
等
で
伝
わ
る
も
の
が
若
干
あ
る
が
、
今
は

取
り
上
げ
な
い
。
以
下
、
本
資
料
の
他
出
文
献
に
つ
い
て
そ
の
状
況
を
一
覧
に
す

る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。（
以
下
、『
禁
裏
学
習
院
建
白
書
並
幕
末
詠
歌
』
↓
幕
末

詠
歌
、『
原
本　

門
脇
重
綾
事
歴
』
↓
重
綾
事
歴
、
の
略
称
を
用
い
る
）

【
他
出
の
状
況
】

1
蠖
園
集
一
五
一
。
類
題
稲
葉
集
・
長
歌
。

５
蠖
園
集
五
五
。

7
蠖
園
集
四
二
。

8
蠖
園
集
五
四
。

9
蠖
園
集
四
七
。

14
蠖
園
集
七
八
。

16
蠖
園
集
七
七
。

17
蠖
園
集
七
五
。

19
蠖
園
集
七
九
。

20
蠖
園
集
八
九
。

22
蠖
園
集
一
。

23
幕
末
詠
歌
。
重
綾
事
歴
。

24
幕
末
詠
歌
。
重
綾
事
歴
。

2５
幕
末
詠
歌
。

26
蠖
園
集
一
九
一
。
幕
末
詠
歌
。
重
綾
事
歴
。

27
幕
末
詠
歌
。

28
重
綾
事
歴
。

29
幕
末
詠
歌
。
重
綾
事
歴
。

30
幕
末
詠
歌
。

31
重
綾
事
歴
。

32
幕
末
詠
歌
。

33
蠖
園
集
一
六
八
。

34
蠖
園
集
一
六
九
。

3５
蠖
園
集
一
七
七
。
幕
末
詠
歌
。

36
幕
末
詠
歌
。

37
蠖
園
集
一
七
八
。

39
重
綾
事
歴
。

40
蠖
園
集
一
九
二
。

41
蠖
園
集
一
九
三
。

42
蠖
園
集
一
四
八
。

七
四
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『
蠖
園
集
』
と
の
共
通
歌
が
一
九
首
で
最
も
多
く
、『
幕
末
詠
歌
』
が
九
首
、『
原

本　

門
脇
重
綾
事
歴
』
七
首
、
当
時
の
類
題
和
歌
集
に
入
集
し
た
歌
は
、『
類
題

稲
葉
集
』
の
一
首
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
除
い
た
二
二
首
が
本
資
料
だ
け
に
見

え
る
歌
と
な
る
が
、
特
に
明
治
四
年
一
〜
三
月
の
詠
と
み
ら
れ
る
44
〜
５2
歌
は
御

歌
所
で
の
御
歌
会
始
や
月
次
会
の
折
と
思
わ
れ
る
歌
を
含
み
、
歌
人
と
し
て
の
門

脇
重
綾
の
履
歴
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

一
方
、
他
出
文
献
と
比
較
す
る
と
き
、
本
資
料
に
よ
っ
て
家
集
『
蠖
園
集
』
所

載
の
歌
や
詞
書
の
本
来
の
形
が
推
定
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
本
資
料
33

「
謁　

瓊
子
内
親
王
廟
作
歌
」
の
長
歌
は
、「
高
倉
の　

笠
置
の
山
は　

大
八
洲　

お
ほ
は
ざ
り
け
む　

ゆ
ゝ
し
き
や　

吾
大
君
の　

大
御
舩　

荒
海
に
漕
出
〜
」
と

始
ま
り
、
五
十
五
句
か
ら
成
る
が
、
家
集
（
一
六
八
）
で
は
傍
線
部
の
冒
頭
の
四

句
が
欠
け
て
い
る
。
ま
た
、
本
資
料
26
・
27
歌
「
招
魂
名
簿
歌
幷
序
」、
3５
・
36

歌
「
秋
日
過
名
和
村
荒
墟
悵
然
作
歌
一
首
並
短
哥
」
の
長
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
家
集
で

は
一
九
一
、一
七
七
に
該
当
す
る
が
、
家
集
で
は
反
歌
を
欠
く
（『
幕
末
詠
歌
』
に

は
ど
ち
ら
に
も
反
歌
が
あ
る
）。
こ
れ
は
本
資
料
と
『
幕
末
詠
歌
』
の
よ
う
に
、

反
歌
を
伴
う
の
が
本
来
の
形
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
そ
の
詳
細
は
示
せ
な
い
も
の
の
、
家
集
と
本
資
料
の
間
に
は
和
歌
・
詞
書

に
本
文
異
同
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
ま
た
本
資
料
と
『
幕
末
詠
歌
』『
原
本　

門

脇
重
綾
事
歴
』
に
収
め
ら
れ
た
歌
・
詞
書
の
間
に
も
小
異
が
あ
る
。
も
と
も
と

『
蠖
園
集
』
は
他
撰
家
集
で
あ
り
、
依
拠
資
料
や
編
集
の
過
程
が
詳
し
く
分
か
ら

な
い
作
品
で
あ
る
。
門
脇
重
綾
の
和
歌
を
知
る
上
で
、
家
集
だ
け
を
見
る
の
で
は

不
十
分
で
あ
り
、
誤
っ
た
理
解
を
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
『
蠖
園
集
』
の
序
文
に
は
、
重
綾
と
生
前
公
私
に
わ
た
っ
て
親
交
の
あ
っ
た
飯

田
年
平
が
、「
こ
た
び
む
す
子
重
雄
に
、
こ
の
巻
を
板
に
ゑ
ら
む
と
し
て
、
下
書

を
見
せ
に
お
こ
せ
け
る
を
、
か
ず
〳
〵
撰
り
さ
だ
め
て
か
へ
し
お
く
る
序
に
、
巻

の
は
し
に
か
く
一
言
を
そ
へ
つ　

明
治
十
年
十
二
月
」
と
記
し
て
お
り
、
門
脇
重

綾
の
逝
去
か
ら
六
年
を
経
て
、
息
子
の
重
雄
が
『
蠖
園
集
』
の
下
書
を
作
成
し
、

飯
田
年
平
が
選
歌
し
た
と
い
う
家
集
の
成
立
の
経
緯
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、『
原

本　

門
脇
重
綾
事
歴
』
に
は
、「
重
綾
没
後
、
明
治
十
年
、
嗣
子
重
雄
父
ノ
詠
歌

ヲ
集
メ
テ
飯
田
年
平
、
宮
原
積
両
氏
ノ
校
閲
ヲ
経
テ
之
ヲ
出
版
シ
、
書
目
ヲ
蠖
園

集
ト
題
ス
。
其
ノ
当
時
有
栖
川
熾
仁
親
王
殿
下
ヨ
リ
雄
渾
典
禮
ノ
四
大
字
御
染
筆

ヲ
下
賜
セ
ラ
ル
ゝ
ニ
依
リ
之
ヲ
題
字
ト
ナ
ス
。」
と
あ
り
、『
蠖
園
集
』
が
飯
田
年

平
・
宮
原
積
の
「
校
閲
」
を
経
て
成
っ
た
事
情
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の

う
ち
、
特
に
飯
田
年
平
は
幕
末
の
鳥
取
を
代
表
す
る
歌
人
・
国
学
者
で
あ
り
、
和

歌
関
係
の
著
作
も
多
く
歌
道
に
つ
い
て
は
独
自
の
見
識
を
有
し
て
い
た
と
み
ら
れ

る）
10
（

。
わ
れ
わ
れ
が
現
在
、
門
脇
重
綾
の
和
歌
を
読
む
際
に
ま
ず
拠
り
所
と
す
る
の

は
家
集
『
蠖
園
集
』
で
あ
る
が
、
上
述
し
た
よ
う
に
こ
れ
が
他
撰
家
集
で
あ
り
、

飯
田
年
平
に
よ
る
校
訂
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
稿

者
が
今
回
紹
介
し
た
よ
う
な
、
重
綾
自
筆
資
料
の
本
文
が
比
較
対
照
し
て
参
考
に

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
今
後
稿
者
も
、
門
脇
重
綾
の
詠
歌
集
成
に
向
け
て
資

料
の
調
査
・
活
字
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

注（
1
）『
門
脇
重
綾
遺
稿
歌
集
『
蠖
園
集
』
―
翻
刻
―
』（
境
港
歴
史
楽
会
、
平
成
二
八
年

一
一
月
）。

（
2
）『
日
本
海
新
聞
』
平
成
二
八
年
一
一
月
九
日
一
七
面
「
広
域
」
記
事
「
門
脇
重
綾
の

歌
集
活
字
化
」。

（
3
）
拙
稿
「
門
脇
重
綾
と
和
歌
―
そ
の
長
歌
の
表
現
の
特
質
―
」（『
岡
大
国
文
論
稿
』
第

四
五
号
、
平
成
二
九
年
三
月
）。

七
五
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（
4
）
門
脇
重
綾
関
係
文
書
は
、
現
在
は
重
綾
の
玄
孫
に
当
た
る
重
仁
氏
が
所
蔵
。『
西
遊

紀
事
』
は
『
名
和
町
誌
』（
名
和
町
役
場
、
昭
和
五
三
年
七
月
）
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
が
、

『
禁
裏
学
習
院
建
白
書
並
幕
末
詠
歌
』『
原
本　

門
脇
重
綾
事
歴
』
は
ま
だ
翻
刻
・
紹
介
さ

れ
て
い
な
い
。

（
5
）
こ
の
歌
は
重
綾
の
家
集
『
蠖
園
集
』
で
は
詞
書
「
元
日
の
朝
、
ま
だ
き
よ
り
雪
い
た

く
降
け
れ
ば
」
と
し
て
春
部
冒
頭
に
置
か
れ
て
お
り
、
立
春
詠
で
あ
る
。

（
6
）『
重
綾
履
歴
年
表
』『
教
部
大
丞
重
綾
履
歴
年
表
』（
門
脇
家
蔵
）
等
に
よ
る
。

（
7
）
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
一
月
の
宮
中
歌
会
始
の
題
は
「
貴
賤
迎
春
」
で
あ
っ
た
。

恒
川
平
一
『
御
歌
所
の
研
究
』
第
二
編
「
明
治
以
後
の
御
歌
所
」
第
四
章
「
歌
御
会
始
」

第
五
節
「
御
題
並
所
役
名
」（
還
暦
記
念
出
版
会
、
昭
和
一
四
年
六
月
）
参
照
。

（
8
）
た
と
え
ば
47
歌
（
詞
書
「
参
議
真
臣
を
悼
む
哥
」）
は
、
明
治
四
年
一
月
に
参
議
・
広

沢
真
臣
が
暗
殺
さ
れ
た
折
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
9
）
門
脇
重
綾
の
和
歌
に
関
す
る
資
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
を
参
照
し
た
。

・『
蠖
園
集
』　

注
（
1
）『
門
脇
重
綾
遺
稿
歌
集
『
蠖
園
集
』
―
翻
刻
―
』。
歌
番
号
も
同

書
に
よ
る
。

・『
西
遊
紀
事
』　
『
名
和
町
誌
』（
名
和
町
役
場
、
昭
和
五
三
年
七
月
）

・『
禁
裏
学
習
院
建
白
書
並
幕
末
詠
歌
』　

門
脇
家
蔵
本

・『
原
本　

門
脇
重
綾
事
歴
』　

門
脇
家
蔵
本

・『
類
題
鰒
玉
集
』『
鴨
川
詠
史
集
』　

朝
倉
治
彦
氏
監
修　

中
澤
伸
弘
氏
・
宮
崎
和
廣
氏
編

『
類
題
和
歌　

鰒
玉
・
鴨
川
集
一
〜
六
』（
ク
レ
ス
出
版
、
平
成
一
八
年
四
月
）

・『
稲
葉
和
歌
集
上
・
下
』
米
子
市
立
図
書
館
蔵
本　

Ｙ
九
一
―
一
二
七
―
一

（
10
）
飯
田
年
平
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
〜 

明
治
一
九
（
一
八
八
六
）、
江
戸
時
代
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
の
歌
人
・
国
学
者
・
神
祇
官
僚
。
家
集
『
石
園
集
』『
続
石
園
集
』
の

他
、『
万
葉
集
短
歌
』『
石
園
歌
話
』
等
の
和
歌
に
関
す
る
論
考
や
注
釈
も
多
い
。

【
翻
刻　

原
豊
二
氏
所
蔵　

門
脇
重
綾
自
筆
和
歌
詠
草
掛
軸
】

凡
例

一　

底
本
に
は
、
原
豊
二
氏
所
蔵
資
料
を
用
い
た
。

二　

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
た
が
、
最
小
限
次
の
よ
う
な

処
置
を
行
っ
た
。

　

1　

各
歌
の
歌
頭
に
算
用
数
字
で
通
し
番
号
を
付
し
た
。

　

2　

読
解
の
便
宜
を
考
慮
し
て
濁
点
・
句
読
点
を
施
し
、
適
宜
改
行
位
置
を
改

め
た
。

　

3　

長
歌
は
各
句
毎
に
一
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
た
。
た
だ
し
、
歌
番
号
1

〜
4
の
長
歌
は
、
底
本
で
は
各
句
毎
に
朱
で
読
点
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
を
「
、」
で
表
記
し
た
。
3５
・
37
の
長
歌
は
偶
数
句
と
最
終
句
に
朱
で

読
点
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
を
「
、」
で
表
記
し
、
奇
数
句
毎
に
一

字
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
た
。

　

4　

漢
字
の
表
現
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
よ
っ
た
（
俗
字
や
略
字
は

原
則
と
し
て
用
い
な
い
）。
た
だ
し
、
旧
字
・
異
体
字
な
ど
を
部
分
的
に
残

す
（「
寐
・
烟
・
縣
」
な
ど
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
）。
指
示
語
や
助
詞
・
助
動

詞
な
ど
の
漢
字
も
そ
の
ま
ま
残
し
た
（「
此
」「
哉
」「
也
」
な
ど
）。

　

5　

読
み
が
難
し
い
も
の
に
限
っ
て
、
最
小
限
、
漢
字
ま
た
は
漢
語
句
の
右
傍

に
（　

）
を
付
し
、
平
仮
名
で
読
み
を
施
し
た
。
な
お
、
1
〜
4
歌
は
万
葉

仮
名
を
模
し
た
漢
字
表
記
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
読
解
が
困
難

で
あ
る
た
め
、
私
意
に
よ
り
す
べ
て
平
仮
名
で
訓
み
を
付
し
た
。（
1
歌
の

み
、『
類
題
稲
葉
集
』
下
巻
、
長
歌
の
部
に
同
じ
歌
が
見
え
る
た
め
、
そ
れ

を
訓
み
方
の
参
考
に
し
た
。）

　

6　

繰
り
返
し
記
号
「
ゝ
」「
〳
〵
」
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
濁
音
は
そ

七
六
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れ
ぞ
れ
「
ゞ
」「
〴
〵
」
で
表
記
し
た
。

　

7　

見
せ
消
ち
は
底
本
で
は
訂
正
す
る
語
句
の
左
側
に
抹
消
記
号
「
〻
」
を
付

し
、
右
側
に
訂
正
後
の
文
字
を
本
文
よ
り
や
や
小
さ
く
示
し
て
い
る
が
、
本

稿
で
は
見
せ
消
ち
部
分
は
す
べ
て
二
重
抹
消
線
で
示
し
た
。
ま
た
、
語
句
の

挿
入
の
指
示
は
〔　

〕
を
付
け
て
示
し
た
。

　

8　

翻
刻
の
都
合
上
、
題
・
詞
書
・
左
注
は
底
本
の
記
載
形
式
に
関
わ
ら
ず
、

和
歌
よ
り
二
字
下
げ
と
し
た
。

　

9　

読
解
困
難
な
箇
所
は
「
■
」
で
表
記
し
た
。

　

10　

解
題
に
記
し
た
よ
う
に
、
本
資
料
は
元
来
袋
綴
で
あ
っ
た
冊
子
か
ら
、
和

歌
を
適
宜
切
り
貼
り
し
て
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
資

料
の
中
で
張
り
継
ぎ
や
折
目
の
確
認
で
き
る
箇
所
に
つ
い
て
、
括
弧
内
に

（
継
）・（
折
）
と
記
し
て
示
し
た
。

〔
門
脇
重
綾
詠
草
　
翻
刻
〕

【
一
段
目
】

　
　
　
　

鶴

1　

栲た
く

綱づ
ぬ

之の

、
白し

ろ

伎き

御み

衣け
し

乎を

、
真ま

具つ
ぶ
さ

爾に

、
伊い

取と
り

装よ
そ
ひ

弖て

、
高た

か

行ゆ
く

也や

、
鶴た

づ

云と
ふ

鳥と
り

者は

、

瓢ひ
さ

形か
た

乃の

、
日ひ

の

少わ
か

宮み
や

従ゆ

、
神か

む

下く
だ
す、

使
つ
か
ひ

在な
る

鴨か
も

、
葦あ

し

原は
ら

之の

、
瑞み

づ

穂ほ

乃の

国く
に

袁を

、
妥や

す

国く
に

止と

、

国く
に

覓ま
ぎ

通と
ほ
り、

萬
よ
ろ
づ

代よ

袁を

、
壽ほ

き

謡う
た
ふ

良ら

斯し

、
千ち

世よ

袁を

社こ
そ

、
立た

ち

儛ま
ふ

良ら

自し

伎き

、
朝あ

さ

目め

吉よ
く

、
見み

良ら

玖く

嬉う
れ
し

伎き

、
天あ

め

乃の

鶴た
づ

群む
ら

、

　
　
　
　

亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

2　

常と
こ

世よ

濤な
み

、
彌い

や

若わ
か

還が
へ
り、

荒あ

り

そ磯
磐い

は

、
益い

や

栄さ
か
え

乍つ
つ

、
波な

み

乃の

共む
た

、
険■

■

隅■
■

亀か
め

者は

、
澳お

き

津つ

浪な
み

、
撓

た
わ
む

眉ま
よ

引び
き

、
咲ゑ

み

麻ま

我が

利り

、
童

わ
ら
は

女め

佐さ

備び

而て

、
世よ

乃の

人ひ
と

爾に

、
遇あ

ふ

止と

不い

は

ず言
哉や

、
宜う

べ

名な

ゝう
べ

なゝ

、
今い

ま

母も

逢あ
ふ

套と

毛も

、
綿わ

た

津つ

見み

之の

、
宮み

や

路ぢ

覓ま
ぎ

得え

弖て

、
神か

む

宮み
や

乃の

、
妙

く
は
し
き

殿と
の

爾に

、

夢ゆ
め

乃の

間ま

母も

、
千ち

歳と
せ

経へ

奴ぬ

云と
ふ

、
烏う

ば

玉た
ま

之の

、
一ひ

と

よ夜
寝■

右■

軍■

願■

、
甘■

美■

童わ
ら
は

女め

與や

、

　
　
　
　

松

3　

天あ
ま

曽そ

そゝ

留る

、
遠を

ち

乃の

高た
か

嶺ね

爾に

、
白し

ら

雲く
も

袁を

、
冠

か
が
ふ
り

止と

着き
て

、
翡か

は

せ

み

翠
鳥
乃の

、
青

あ
を
き

御み

衣け
し

袁を

、
取と

り

装よ
そ
ひ、

筇つ
ゑ

衝つ
く

松ま
つ

者は

、
千ち

歳よ
ろ
づ

爾に

、
老お

い

爾に

有た
る

鴨か
も

、
百も

も

年と
せ

爾に

、
老お

い

弖て

者は

雖あ
れ

有ど
も

、

空む
な
し
く

母も

、
然し

か

老お
ゆ

倍べ

斯し

耶や

、
玉た

ま

垂だ
れ

乃の

、
小を

津づ

之の

御み

﨑さ
き

爾に

、
御み

佩は
か
し

乎を

、
挂か

け

弖て

護
ま
も
ら

比ひ

、
何な

に

甲が
し

乃の

、
戒

い
さ
め

之し

国き

王み

母も

、
厥そ

の

蔭か
げ

爾に

、
両

ふ
た
つ

立た
つ

巳み

都つ

、
然し

か

礼れ

社こ
そ

、
宜う

べ

裳も

貴
た
ふ
と

伎き

、
愛は

し

紀き

也や

斯し

、
此こ

の

玉た
ま

松ま
つ

者は

、
百も

も

八や

十そ

之の

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
折
）

　

木き

ぎゝ

云と
ふ

木き

ぎゝ

爾に

、
勝

ま
さ
り

弖て

有あ
り

鳧け
り

、

　
　
　
　

萬
歳
歌

4　

穴あ
な

楽た
の
し、

阿あ

怜れ

面お
も

白し
ろ

、
正む

月つ
き

立た
ち

、
春は

る

斯し

来き

奴ぬ

禮れ

者ば

、
物も

の

皆み
な

者は

、
愛

は
し
く

有あ
り

氣け

利り

、

事こ
と

業わ
ざ

者は

、
神か

む

佐さ

備び

爾に

乍つ
つ

、
百も

も

千ち

足だ
る

、
家や

庭に
は

悉こ
と
ご
と、

御み

注し

縄め

連■
■

、
弥い

や

遠と
ほ

長な
が

爾に

、
松ま

つ

竹た
け

乃の

、
枝え

だ

母も

茂し
げ

佐さ

日ひ

、
栄

さ
か
え

行ゆ
く

、
大お

ほ

御み

世よ

須す

良ら

乎を

、
萬よ

ろ
づ
よ歳

止と

、
其■

■

屓
■
■
■
■

弖■

、
立た

ち

儛ま
へ

留る

、
翁

お
き
な

之の

友と
も

者は

、
嬉

う
れ
し

支き

乎を

、
褁

ふ
く
ろ

袂た
も
と

毛も

、
漸や

や

大お
ほ

爾に

、
看み

良ら

玖く

寛ゆ
た
け

玖く

、
打う

ち

鳴な
れ

留る

、
皷

つ
づ
み

乃の

音お
と

母も

、
弥い

や

亮さ
わ

爾に

、
聴き

か

久く

宜よ
ろ
し
く、

御み

民た
み

吾わ
れ

、
活

い
け
る

甲か

斐ひ

有あ
り

、
安や

す

御み

世よ

之の

、

幸さ
ち

有あ
る

鴨か
も

也や

、
嗚あ

あ呼
其
、
幸さ

ち

無な
き

時と
き

乃の

、
乱

み
だ
り

世よ

之の

、
古い

に
し
へ昔

念お
も
へ

者ば

、
其そ

之の

家い
へ

乃の

、
業わ

ざ

毛も

不な

さ

ず為
而て

、
入い

り

紐ひ
も

之の

、
同

お
な
じ

族う
か
ら

毛も

、
真ま

神か
み

成な
す

、
歒あ

た

見み

遇あ
ひ

管つ
つ

、
去さ

る

鳥と
り

乃の

、
争■

■

■■
■

来く
れ

者ば

、
御み

民た
み

等ら

者は

、
方す

便べ

母も

方す

便べ

無な
く

、
家い

へ

爾に

陀だ

爾に

、
妥

や
す
く

者は

不す

ま

ず住
、
老お

い

人び
と

毛も

、
道み

ち

爾に

吟う
そ
ぶ
き、

飯い
ひ

須す

良ら

者は

、
炊た

く

由よ
し
も

无な
く

、
稚

を
さ
な

子ご

者は

、
飢う

ゑ

弖て

臥ふ
し

在あ
り

、
宜う

べ

斯し

社こ
そ

、
是か

く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

　

乃の

世よ
の

中な
か

、
常と

こ

よ世
行ゆ

く

、
時と

き

爾に

者は

在あ
り

氣け

米め

、
雖

し
か
れ
ど
も

然
、
天あ

ま

津つ

神み

か

み王
之の

、
神か

む

議は
か
り、

肇
は
じ
め

賜
た
ま
ひ

斯し

、
神か

み

国ぐ
に

之の

、
本も

と

乃の

手て

振ぶ
り

止と

、
年と

し

之の

端は

爾に

、
弥い

や

立た
ち

還か
へ
り、

初は
つ

春は
る

乃の

、
千ち

代よ

之の

壽ほ
ぎ

言ご
と

、
宜

う
べ
し

奈な

敝へ

、
立た

ち

儛ま
ふ

見み
れ

者ば

、
神か

み

世よ

斯し

所し
の
は
ゆ偲

、

七
七
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翻
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【
二
段
目
】

　
　
　
　

春
橋

５　

山
ぶ
き
の
八
重
さ
く
や
ど
の
い
さ
ら
川
う
ち
は
し
わ
た
し
ま
つ
人
や
誰

　
　
　
　

春
杣

6　

時
し
ら
ぬ
雪
こ
そ
に
ほ
へ
杣
山
の
遠
の
下
枝
に
斧
や
ふ
れ
け
む

　
　
　
　

春
林

7　

江
林
の
寐
ぐ
ら
の
鷺
の
あ
ら
そ
ひ
に
み
だ
れ
て
さ
け
る
ふ
ぢ
な
み
の
花 

　
　
　
　

春
寺

8　

山
寺
の
は
る
こ
そ
も
の
は
あ
は
れ
な
れ
か
す
み
に
と
づ
る
入
相
の
鐘

　
　
　
　

山
家
春

9　

谷
川
の
し
が
ら
み
こ
ゆ
る
花
は
あ
れ
ど
春
の
ゆ
く
へ
を
と
ふ
人
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

　
　
　
　

夏
月

10　

風
ま
つ
と
た
え
ま
も
お
か
ぬ
白
妙
の
扇
の
つ
ま
に
月
ぞ
に
ほ
へ
る

　
　
　
　

夏
残
月

11　

音
た
て
し
く
ゐ
な
や
い
づ
ら
む
ぐ
ら
ふ
の
門
た
が
へ
せ
し
け
さ
の
月
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
折
）

　
　
　
　

蛍

12　

蓮
と
る
と
子
ら
が
き
ほ
ひ
し
池
水
に
く
る
れ
ば
即
て
と
ぶ
ほ
た
る
か
な

　
　
　
　

午
睡

13　

な
く
蝉
の
在
か
さ
だ
め
ず
た
ど
る
か
な
風
の
上
な
る
う
た
ゝ
寐
の
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

　
　
　
　

海
上
月

14　

海
美
の
神
の
ほ
く
ら
に
い
つ
く
と
ふ
白
玉
は
や
し
て
る
月
よ
か
も

　
　
　
　

松
間
月

1５　

松
か
げ
の
砂
が
う
へ
も
て
る
月
の
く
ま
な
き
か
ら
に
あ
か
ず
こ
そ
ゆ
け

　
　
　
　

浦
月

16　

う
ら
ち
ど
り
立
ゐ
の
波
の
を
ち
こ
ち
に
み
だ
れ
て
さ
む
き
月
の
か
げ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

　
　
　
　

秋
雨

17　

山
縣
に
ゆ
ふ
日
の
か
げ
は
さ
し
な
が
ら
ふ
る
雨
さ
む
し
柿
の
下
庵

18　

も
ず
の
な
く
を
ば
な
が
末
の
秋
風
に
む
す
ぼ
ゝ
れ
て
も
ふ
る
し
ぐ
れ
か
な

　
　
　
　

幽
居
月

19　

何
ば
か
り
こ
ゝ
ろ
の
く
ま
の
有
が
ほ
に
木
が
く
れ
お
ほ
き
月
を
見
る
ら
む

　
　
　
　

初
雪

20　

大
神
は
は
つ
ゆ
き
ふ
れ
り
を
す
ゝ
き
の
た
も
と
よ
り
こ
そ
秋
は
く
れ
し
か

21　

し
ら
ぎ
く
の
に
ほ
ふ
垣
根
を
ふ
も
と
に
て
は
つ
雪
さ
む
し
大
神
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

22　

花
と
の
み
け
さ
降
る
雪
の
ま
が
は
ず
は
き
の
ふ
を
こ
ぞ
と
へ
だ
て
ま
し
や
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

【
三
段
目
】十

八
日
、
御
門
に
は
い
と
お
も
ひ
の
外
な
る
事
い
で
来
て
、
よ
の
中
あ

ら
ぬ
さ
ま
に
な
り
ぬ
る
に
、
聞
ゆ
る
に
つ
け
て
何
く
れ
と
お
も
ひ
つ
ゞ

け
け
る
歌
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

23　

な
か
〳
〵
に
花
う
ぐ
ひ
す
の
春
な
ら
ぬ
こ
ゝ
ろ
づ
く
し
は
か
ひ
も
有
じ
を

こ
ぞ
い
と
か
し
こ
け
れ
ど
、
此
春
加
茂
行
幸
の
時
よ
ま
せ
給
ふ
御
製
を

お
も
ひ
出
る
に
よ
り
て
よ
め
る
な
り

24　

い
で
ま
し
の
其
か
み
山
の
あ
ふ
ひ
草
か
け
し
た
の
み
は
何
か
れ
ぬ
ら
む

2５　

有
し
に
も
あ
ら
ぬ
く
も
ゐ
の
そ
れ
な
が
ら
い
か
に
月
日
は
う
つ
り
ゆ
く
よ
ぞ

七
八
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翻
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」（
継
）

　
　
　
　

招
魂
名
簿
歌
并
序

招
魂
名
簿
は
建
仁
寺
清
住
院
主
の
も
の
せ
し
に
て
、
近
き
年
、
尊
皇
攘

夷
の
事
に
つ
き
て
身
う
せ
た
る
諸
人
の
姓
名
を
い
や
継
ゝ
し
る
し
て
、

そ
れ
が
後
の
ま
つ
り
の
為
に
と
て
す
る
わ
ざ
な
り
と
ぞ
。
某
の
年
某
の

月
日
云
々
の
よ
し
に
て
、
身
う
せ
た
る
よ
し
ま
で
つ
ば
ら
か
に
記
し
た

る
は
い
と
も
〳
〵
ね
も
こ
ろ
に
い
そ
し
き
わ
ざ
に
て
、
或
は
荒
野
に
た

ふ
れ
、
あ
る
は
獄
屋
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

隘
ら
れ
、
げ
に
其
魂
の
よ
る
べ
も
な
く
、
其
家
人
に
す
ら
い
か
に
成
け

む
と
も
知
ら
れ
ぬ
を
、
か
く
つ
ば
ら
か
に
も
の
し
た
る
は
、
亡
魂
の
為

は
さ
ら
に
も
い
は
ず
、
こ
を
も
て
諸
人
を
だ
し
き
道
に
す
ゝ
む
る
た
づ

き
と
い
は
む
も
中
ゝ
な
り
。
佛
の
を
し
へ
に
は
こ
よ
な
く
ま
さ
り
て
、

い
と
め
で
た
き
主
の
い
さ
を
し
に
こ
そ
是
が
は
し
書
に
一
首
を
も
と
乞

は
る
ゝ
ま
ま
に

26　

天
地
の　

な
し
の
ま
に
〳
　〵

人
皆
に　

ち
は
ふ
み
た
ま
は　

神
な
が
ら
清

く
し
あ
ら
む
を　

降
ち
世
の　

人
草
な
ら
ひ　

い
か
さ
ま
に　

け
が
れ
に
け
ら

し　

其
み
た
ま　

塵
も
け
が
れ
ず　

君
の
為　

よ
の
為
の
み
と　

剣
太
刀　

身

を
尽
し
け
む　

桜
田
の　

ふ
ゞ
き
の
み
だ
れ　

晴
間
え
し　

空
と
も
見
え
ず　

三
か
さ
山　

行
幸
の
み
さ
き　

ま
ち
か
て
し　

ゆ
く
へ
も
し
ら
に　

筑
波
山　

葉
山
し
げ
山　

お
も
ひ
か
ね　

入
に
し
人
も　

末
つ
ひ
に　

越
路
の
雪
の　

下

消
え
に　

消
え
か
へ
り

 

」（
折
）

　

つ
　ゝ

よ
し
と
い
ふ
も　

あ
し
と
し
こ
ぢ
て　

た
て
ぬ
き
に　

根
は
ふ
し
こ
草

　

よ
の
中
の　

跡
さ
へ
ぬ
れ
や　

其
草
の　

も
と
か
り
た
つ
と　

玉
敷
の　

庭
に

お
り
た
ち　

焼
が
ま
の　

と
ぎ
し
こ
ゝ
ろ
は　

く
も
り
日
の　

は
れ
ぬ
雲
ゐ
に

　

う
ら
み
わ
び
て　

天
翔
る
ら
む　

も
ろ
も
ろ
の　

清
き
そ
の
た
ま　

玉
き
は
る

　

命
死
ぬ
と
も　

天
地
と　

共
に
う
せ
め
や　

う
せ
ず
の
み　

し
か
し
も
あ
ら
む

を　

在
つ
ゝ
も　

か
ひ
も
な
き
よ
の　

し
か
す
が
に　

う
つ
ろ
ひ
ゆ
け
ば　

春

花
に　

そ
ゝ
く
な
み
だ
を　

朝
に
は
の　

露
と
手
向
て　

秋
草
に　

む
す
ぶ
な

げ
き
を　

夕
庭
の　

阿
伽
と
ま
つ
ら
ひ　

ね
も
こ
ろ
に　

し
る
す
名
づ
き
ぞ　

見
ら
く
悲
し
き

　
　
　
　
　

反
歌

27　

御
た
み
わ
れ
い
け
る
し
る
し
な
し
天
地
に
つ
ひ
に
そ
む
か
ぬ
名
を
し
と
め
ば

や
【
四
段
目
】寃

疏
再
之
上　

闘
而
不
達
讒　

誣
称
為
要
請
遂
将
逆
却
追
討
期
以
八
月

十
八
日
於
是
伏
水
山
﨑
嵯
峨
三
方
所
屯
聚
之
義
絶
不
堪
憤
懣
即
日
暁
天

大
挙
詣
闕
擬
清　

側
而
堺
町
蛤
中
立
賣
三
門
攻
撃
乱
砲
苦
戦
遂
陥
于
敵

中
敗
潰
不
得
志
然
而
歊
放
礟
焼
京
中
凡
自
十
九
日
至
廿
一
日
炎
煙
漲
天

都
下
為
平
原
郊
野
臨
之
啼
泣
悲
慟
以
賦
一
首

28　

空
美
都　

倭
の
国
の　

青
丹
吉　

奈
良
の
京
を　

か
し
こ
く
も　

行
幸
し
ま

し
て　

天
知
や　

日
月
の
御
旗　

打
靡
く　

御
稜
威
の
光
を　

を
さ
か
り
に　

か
ゝ
や
く
み
む
と　

仰
見
る　

空
や
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

　

へ
だ
つ　

俯
を
が
む　

地
や
も
わ
か
つ　

大
御
輿　

た
ゝ
ず
て
遂
に　

雲
の
上

は　

わ
づ
き
も
し
ら
す　

お
ぼ
ゝ
し
き　

此
の
よ
の
中　

裏
う
へ
に　

移
ろ
ひ

ゆ
け
ば　

大
夫
の　

臣
の
武
雄
等　

か
し
こ
み
て　

を
ゝ
ぐ
を
し
ら
に　

慎
み

て　

在
ら
く
を
し
ら
に　

お
や
し
緒
に　

玉
の
緒
つ
ら
ね　

よ
し
ゑ
や
し　

く
七
九

【
翻
刻
・
解
題
】
原
豊
二
氏
所
蔵 

門
脇
重
綾
自
筆
和
歌
詠
草
掛
軸
（
渡
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健
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だ
け
ば
碎
け　

よ
し
ゑ
や
し　

た
ゝ
ば
断
な
む　

御
門
へ
に　

う
た
ひへ

て
ま
し

と　

息
ど
ほ
る　

胸
走
火
を　

か
へ
ら
ま
に　

い
か
に
焼
て
か　

禍
津
日
は　

荒
び
に
け
ら
し　

た
ふ
れ
た
る　

お
そ
の
ね
ぢ
け
ら　

八
衢
に　

烟
く
ら
ま
し

　

た
て
ぬ
き
に　

焔
を
巻
て　

な
ゐ
が
ゆ
り　

し
か
う
つ
玉
は　

こ
ゝ
だ
く
も　

た
ば
し
り
乱
れ　

百
千
足　

家
庭
悉　

燃
る
火
の　

ほ
中
に
た
ち
て　

泣
叫
ぶ

　

声
も
た
ゞ
よ
ひ　

う
つ
そ
み
の　

世
か
も
盡
る
と　

見
る
が
中
に　

荒
野
と
成

し　

こ
れ
の
此　

平
の
み
や
こ　

今
し
ば
し　

い
か
に
か
な
ら
む　

あ
は
れ
其

　

み
い
つ
の
光　

常
晴
と　

お
も
ひ
さ
だ
め
て　

二
世
行
く　

け
ふ
の
う
き
世
を

　

見
ら
く
悲
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

い
に
し
甲
子
の
水
無
月
よ
り
こ
と
し
三
と
せ
の
ほ
ど
、
見
る
〳
〵
世
の

中
の
う
つ
り
か
は
り
行
く
に
つ
け
て
、
い
ぶ
せ
く
息
ど
ほ
ろ
し
き
事
の

か
ぎ
り
な
る
を
、
年
ご
ろ
し
た
し
く
物
し
つ
る
国
々
の
し
る
人
も
、
或

は
軍
に
討
死
し
、
あ
る
は
義
の
為
に
死
し
、
あ
る
は
日
の
光
み
ぬ
こ
の

よ
の
外
に
お
し
こ
め
ら
れ
た
る
な
ど
、
数
し
ら
ず
大
か
た
お
よ
び
を
る

斗
も
あ
ら
ず
成
ぬ
る
を
、
か
く
て
有
ふ
る
命
も
今
は
何
の
為
に
か
と

て
、
我
か
ら
う
と
ま
し
き
折
さ
へ
あ
る
を
、
さ
な
が
ら
此
ご
ろ
の
よ
の

常
な
る
嫌
疑
と
か
や
い
ふ
ら
ん
事
に
て
か
、
あ
か
ら
さ
ま
に
国
に
か
へ

る
べ
き
事
と
成
に
た
る
が
、
十
月
廿
七
日
の
夜
な
り
け
む
、
山
科
宮
正

親
町
三
条
殿
な
ど
を
は
じ
め
、
正
議
の
公
卿
廿
四
人
俄
に
お
し
こ
め
ら

れ
給
へ
る
と
聞
ゆ
。
さ
い
つ
こ
ろ
御
門
に
は
、
こ
こ
ら
の
大
名
た
ち
を

め
さ
せ
給
ひ
、
あ
ま
ね
く
天
下
の
公
論
を
ま
た
せ
給
ふ
べ
き
よ
し
、
徳

川
中
納
言
殿
申
さ
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

よ
し
な
れ
ば
、
年
頃
に
は
引
か
へ
た
る
よ
の
さ
ま
に
も
立
か
へ
る
べ
き

に
や
と
た
の
も
し
げ
な
り
つ
る
も
、
又
か
く
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
な
り
に
た

る
を
、
い
か
ゞ
は
せ
ん
、
今
は
な
げ
き
も
中
ゝ
な
が
ら
、
か
く
て
見
果

ぬ
み
や
こ
の
さ
ま
の
か
に
か
く
に
か
ゝ
づ
ら
は
し
き
に
付
て
、
在
し
み

と
せ
が
ほ
ど
の
事
ど
も
、
来
し
か
た
行
末
か
け
て
お
も
ひ
つ
ゞ
け
ら

る
ゝ
ま
ゝ
に
よ
め
る
歌
ど
も

29　

ひ
ま
見
え
ぬ
さ
ぎ
り
が
上
に
天
津
日
も
有
と
し
き
か
ば
何
か
な
げ
か
む

30　

言
挙
も
何
か
は
い
は
む
天
に
あ
り
て
き
ゝ
わ
く
神
の
あ
ら
ば
こ
そ
あ
ら
め

31　

さ
か
し
ら
に
言
挙
な
せ
そ
ま
す
ら
を
の
を
ば
し
の
つ
る
ぎ
い
ざ
こ
ゝ
ろ
み
む

32　

大
ひ
え
の
峯
の
し
ら
く
も
い
つ
ま
で
か
人
だ
の
め
な
る
世
に
か
ゝ
る
ら
む

【
五
段
目
】

　
　
　
　

謁　

瓊
子
内
親
王
廟
作
歌

元
弘
二
年
三
月
後
醍
醐
天
皇
隠
岐
国
へ
遷
ろ
ひ
ま
し
ゝ
時
、
皇
女
竊
に

三
位
局
の
め
の
わ
ら
は
に
ま
じ
ら
ひ
伴
な
ひ
ま
し
〳
〵
、
車
尾
村
深
田

某
が
家
に
と
ゞ
ま
り
坐
け
る
間
に
、
御
と
も
の
武
士
ど
も
か
し
こ
く
も

皇
女
を
見
あ
ら
は
し
ま
つ
り
、
此
よ
り
天
皇
を
は
な
ち
奉
り
て
、
御
舩

つ
ひ
に
隠
岐
へ
わ
た
ら
せ
給
ひ
に
け
り
。
皇
女
後
に
深
田
某
が
家
に
て

御
髪
下
さ
せ
た
ま
ひ
、
安
養
内
法
親
王
と
申
て
、
山
市
場
村
な
る
安
養

寺
に
す
ま
せ
給
ひ
、
延
元
四
年
八
月
一
日
此
に
て
つ
ひ
に
隠
ま
し
け
る

に
な
む
。
抑
皇
女
の
御
う
へ
の
事
は
さ
ら
な
り
、
御
父
天
皇
同
月
の

十
六
日
に
吉
野
の
行
宮
に
て
崩
御
ま
し
〳
〵
け
る
事
を
さ
へ
お
も
ひ
あ

は
せ
け
る
に
畏
く
も
悲
し
く
も
言
に
い
で
ゝ
い
は
む
は
な
か
ゝ
ゝ
な
る

べ
し
。
即
其
の
御
墓
に
詣
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
折
）

　
　
　
　

よ
め
る
時
は
安
政
五
年
の
三
月
ば
か
り

八
〇
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33　

高
倉
の　

笠
置
の
山
は　

大
八
洲　

お
ほ
は
ざ
り
け
む　

ゆ
ゝ
し
き
や　

吾
大
君
の　

大
御
舩　

荒
海
に
漕
出　

わ
た
の
は
ら　

八
十
島
か
け
て　

は
ろ

〴
〵
と　

う
つ
ろ
ひ
ま
さ
む
と　

く
さ
ま
く
ら　

た
び
行
し
ら
ず　

玉
匣　

會

見
縣
の　

か
り
宮
に　

か
り
ゐ
し
ま
せ
ば　

は
ぐ
ゝ
も
る　

田
鶴
の
つ
ば
さ
の

　

お
ほ
ひ
羽
の　

い
つ
こ
も
り
て
か　

し
ら
玉
の　

光
見
え
け
む　

真
玉
為　

み

こ
の
み
こ
と
を　

う
れ
た
く
も　

そ
こ
に
は
ふ
ら
し　

吹
は
な
つ　

あ
し
た
の

風
に　

大
君
は　

舩
出
し
ま
し
ぬ　

お
ひ
し
か
む　

す
べ
だ
に
し
ら
ず　

と
ゞ

ま
ら
む　

た
ど
き
も
し
ら
に　

や
つ
れ
に
し　

其
の
衣
手
も　

時
自
久
に　

か

は
く
時
な
く　

南
ふ
き　

北
ふ
き
か
は
り　

み
よ
し
野
の　

あ
ら
山
中
に　

わ

た
る
日
の　

く
れ
ゆ
く
そ
ら
も　

て
る
月
の　

く
も
か
く
る
成　

な
に
し
か
も

　

ま
さ
か
を
知
て　

な
が
き
よ
に　

か
く
り
ま
し
け
む　

是
の
こ
の　

宇
豆
の
玉

殿　

み
れ
ば

 

」（
継
）

　

か
な
し
も

34　

あ
と
ゝ
へ
ば
や
へ
む
す
苔
の
ひ
と
へ
だ
に
こ
ゝ
ろ
も
と
け
ず
い
に
し
へ
お
も

ほ
ゆ

 
」（
継
）

　
　
　
　

秋
日
過
名
和
村
荒
墟
悵
然
作
歌
一
首
並
短
哥

3５　

大
魚
乃　

可
ゝ
呑
海
の
、　

荒
汐
に　

み
空
を
ひ
た
し
、　

天
傳　

日
の
め
も

み
せ
ず
、　

常
暗
と　

成
に
し
時
に
、　

名
和
の
海
の　

あ
り
そ
の
上
に
、　

在

た
ゝ
し　

め
し
た
ま
ひ
け
む
、　

遠
津
神　

吾
大
王
の
、　

か
し
こ
き
や　

み
こ

と
の
ま
に
ま
、　

ま
つ
ろ
へ
る　

益
荒
武
男
の
、　

家
村
を　

焼
と
焼
つ
ゝ
、　

天
そ
ゝ
る　

三
舩
の
上
の
、　

天
雲
を　

ほ
の
ほ
に
こ
が
し
、　

天
の
下　

既
に

お
ほ
ひ
て
、　

い
ち
は
や
く　

立
し

 

」（
継
）

　

い
さ
を
は
、　

萬
世
に　

千
代
に
尽
め
や
、　

萬
世
に　

千
代
に
し
あ
ら
む
と
、

　

天
津
水　

仰
て
ま
つち

にし　

い
で
ま
し
の　

山
越
の
風
の
、　

と
こ
し
く
に　

ふ

き
は
す
ゝ
ま
ず
、　

故
郷
と　

成
し
を
か
べ
は
、　

焔
か
も　

い
ま
も
燃
ら
し
、

　

さ
に
つ
ら
ふ　

秋
の
黄
葉
の
、　

い
に
し
へ
に　

し
か
も
こ
ふ
ら
く
、　

う
ら
ぶ

れ
て　

こ
が
る
ゝ
色
を
、　

み
れ
ば
さ
ぶ
し
も

　
　
　
　

反
歌

36　

も
ゝ
ち
た
び
み
ら
く
か
な
し
き
秋
の
日
の
夕
日
に
な
び
く
舩
上
の
山

　
　
　
　

名
和
長
年
佩
刀
歌

37　

大
王
の　

詔
畏
み
、　

益
荒
雄
の　

磨
し
心
を
、　

天
地
に　

う
け
ひ
て
有
け

む
、　

剣
太
刀　

光
か
ゞ
よ
ひ
、　

青
雲
の　

た
な
び
く
日
す
ら
、　

時
と
な
く

　

ひ
さ
め
ふ
る
ら
し
、　

氷
雨
降
る　

三
舩
の
上
の
、　

山
風
に　

な
び
き
う
ら
ぶ

れ
、　

翅
成　

在
か
よ
ふ
ら
む
、　

荒
み
た
ま　

今
の
現
に
、　

床
の
へ
に

 

」（
継
）

　

然
し
も
ま
つ
ら
む
、　

其
横
刀
あ
は
れ
、

 

」（
継
）

　
　
　
　

従
五
位
下
宣
下
を
か
ゞ
ふ
り
け
る
時

38　

咲
花
の
木
末
を
だ
に
も
見
置
ず
て
何
に
く
ら
ゐ
の
山
は
わ
く
ら
む

【
六
段
目
】三

月
晦
太
政
官
代
に
め
さ
れ
て
内
国
事
務
権
判
事
と
い
ふ
に
補
せ
ら
れ

け
る
時
、
こ
ゝ
ろ
の
中
に

39　

君
が
為
よ
の
た
め
に
と
て
捨
し
身
の
な
り
出
る
時
に
あ
ひ
に
け
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

　
　
　
　

祭
楠
贈
左
中
将
歌
並
短
歌

五
月
廿
五
日　

勅
祭
於
鴨
東
于
時　

皇
威
日
隆
東
北
諸
賊　

大
夷
海
内

八
一
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清
平
可
期
日
也
懐
今古

観
今
慨
然
乃
賦
以
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
折
）

40　

青
濤
の　

八
重
折
澳
に　

慨
み
も　

隠
り
坐
け
む　

常
暗
は　

ゆ
ゝ
し
か
し

こ
し　

白
雲
の　

重
るな

山る

山
に　

恨
わ
び　

御
世
へ
ま
し
け
る　

行
宮
は　

す

べ
も
す
べ
な
し　

斯
し
の
み　

降
ち
け
る
よ
の　

い
か
な
ら
む　

時
に
あ
れ
か

も　

明
神　

吾
大
王
の　

新
代
を　

所
知
召
な
へ　

古
の　

い
つ
の
足
世
と

　

梓
弓　

引
か
へ
し
ぬ
れ　

天
知
也　

日
の
御
旗　

高
知
也　

月
の
御
旗
の　

高
ゝ
に　

旗
手
な
び
か
ふ　

を
さ
か
り
の　

今
の
現
に　

ま
つ
ろ
へ
る　

臣
の

か
ゞ
み
と　

た
ゝ
へ
来
る　

武
雄
は
誰
ぞ　

湊
川　

底
の
埋
木　

朽
果
し　

か

ひ
や
は
あ
ら
ぬ　

五
百
年
の　

其
世
思
ほ
し　

其
勲　

か
ゝ
げ
た
ま
へ
る　

今

日
し
も
や　

仰
ぎ
ま
ち
け
む　

楠
の　

く
す
し
き
み
た
ま　

萬
世
の　

臣
の
鏡

と　

い
つ
け
■
■
■
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

　
　
　
　

反
歌

41　

天
翔
つ
か
へ
ん
み
よ
と
七
世
ま
で
う
け
ひ
て
ま
ち
し
け
ふ
に
や
は
あ
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

　
　
　
　

諸
侯
版
籍
奉
還
の
奏
聞
を
旦
■
に
奉
る
と
て

42　

地
な
ら
ば
大
君
ま
す
と
谷
ぐ
ゝ
の
知
り
て
幾
よ
を
待
わ
た
り
け
ん

43　

あ
ら
た
ま
る
野
山
の
春
に
お
く
れ
ず
と
花
う
ぐ
ひ
す
も
い
そ
ぐ
こ
ろ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
継
）

　
　
　
　

明
治
四
年
元
日
試
筆

44　

武
蔵
の
海
千
重
波
し
け
る
玉
し
き
の
都
平
ら
に
春
立
に
け
り

　
　
　
　

貴
賤
迎
春　

御
会
始

4５　

朝
け
ぶ
り
か
す
み
そ
ゐ
つ
ゝ
百
千
足
家
庭
の
末
に
な
び
く
春
か
な

46　

梅
が
香
を
ひ
と
つ
た
も
と
に
つ
ゝ
み
て
も
嬉
し
さ
あ
ま
る
御
代
の
春
か
な

　
　
　
　

参
議
真
臣
を
悼
む
哥

47　

う
る
は
し
く
さ
か
え
む
み
代
を
天
翔
り
み
る
ら
ん
人
と
成
し
君
は
も

　
　
　
　

ふ
た
ゝ
び
貴
賤
迎
春
の
歌
を
よ
め
る

48　

大
寶
か
き
な
で
た
ま
ひ
天
地
の
さ
か
ゆ
る
春
に
な
び
く
御
世
は
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
折
）

　
　
　
　

廿
四
日
御
会
始
に
宿
所
に
さ
も
ら
ひ
て

49　

玉
ゆ
ら
ぐ
を
す
の
つ
ま
よ
り
花
鳥
の
時
め
く
風
も
よ
に
や
ふ
く
ら
む

　
　
　
　

故
郷
に
も
の
し
た
る
夢
を
み
て
其
暁
方

５0　

帰
き
と
み
し
は
う
つ
ゝ
の
梅
園
に
か
す
む
も
あ
は
れ
故
郷
の
月

　
　
　
　

花
下
言
志　

上
巳
御
題

５1　

さ
く
花
に
盡
す
こ
ゝ
ろ
も
大
か
た
の
国
ぶ
り
な
ら
ぬ
み
さ
を
な
ら
ま
し

５2　

桜
花
み
つ
ゝ
し
お
も
へ
ば
大
方
の
恵
に
も
れ
ぬ
物
无
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
脇
重
綾　
　

蠖
園
（
印
）
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研
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プ
ロ
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ェ
ク
ト
「
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陰
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文
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基
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究
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発
信
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公
開
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関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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二
〇
二
二
〜

二
〇
二
四
年
度
、
代
表
・
田
中
則
雄
）、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））

「
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世
後
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鳥
取
の
和
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に
関
す
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資
料
調
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と
総
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的
研
究
」（
課
題
番
号

20K
003５9

代
表
・
渡
邊
健
）
に
よ
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研
究
成
果
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部
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あ
る
。

〔
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〕

　

本
稿
を
成
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、
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重
資
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の
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、
翻
刻
と
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真
の
掲
載
を
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申
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上
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す
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Reprinting and bibliography  “A hanging scroll used 
for the draft of waka poems in Kadowaki Shigeaya's 

own hand” owned by Professor Toyoji Hara

WATANABE Ken
（National Institute of Technology, Yonago College Department of Liberal Arts）

〔 A b s t r a c t 〕

　This paper will offer the reprinting and bibliography of “A hanging scroll used for the 
draft of waka poems in Kadowaki Shigeaya's own hand” owned by Professor Toyoji Hara. 
Kadowaki Shigeaya is a classical Japanese literature scholar and a government official in 
charge of religious ceremonies who served Tottori Domain and the Meiji Government from 
the end of the Edo period through the Meiji Restoration. It is thought that this material 
was excerpted from the draft of waka poems written by Shigeaya and mounted in a scroll. 
Shigeaya’s personal collection of poetry is “Kakuen-syu”, but the poems were selected by 
others after his death,  and there are many things that need clarifying concerning the 
original source materials and its editing process. Although this material contains only 52 
poems, it was written by Shigeaya himself and is an important material in understanding the 
process of completing “Kakuen-syu”.

Keywords: Kadowaki Shigeaya, The draft of waka poems in one's own hand, Kakuen-syu, 
Waka poems in the Restoration period at the end of the Edo period
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